
 
うつのみやまちづくり市民会議 第２回合同会議 議事録 

会議の名称  市民会議（第２回合同会議（第５回全体会） 産業振興分科会） 

開 催 日 時  平成 19 年 2 月 23 日（金）午後 6 時から 8 時 

開 催 場 所  宇都宮市役所 9 階 14D 会議室 

出 席 者  

（市民委員）津谷会長，金谷委員，花田委員，三尾谷委員，佐藤委員 

（策定本部）産業政策課（栃木，小島），商工振興課（平石） 

      農業振興課（石原），中央市場（藍原） 

（市事務局） 

会 議 内 容  ・策定本部における分科会からの提案内容への現在の検討状況について 

会 議 資 料  １．策定本部における検討内容一覧 
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発言内容 
 

○フードチェーンの形成について 

・フードチェーン形成のところは，認識が違う。敷居が高いイメージの中

央市場に自由に入れるイメージ。開放するなど，活用方法はないのか 
・場外市場は考えられないのか。 
 ⇒全国的に場外市場は進んでいない。身近な八百屋や魚屋がなくなって

いるなか，市民が気軽に来られる市場を考える必要もある。（中央市場）

・中央市場の雰囲気が寒々しい。もっと店構えを工夫できないものか。 
・フードチェーン形成は，生産から流通，消費までを一貫しなければなら

ないということを言いたかった。 
・市場内には，調理室があり，先日行ってきた。少しずつ開かれているの

ではないか。 
・食育，親の教育をどうやって進めるか。しっかりした体制を整えて，毎

日やっていく必要がある。産業振興は人づくり。 
・食育フェアはいい勉強になった。親もしっかりした親とダメな親の二極

化がはっきりしている。市長が言う「親学」は重要であると思う。 
・栃木県の学校給食は，栃木県産のものを多く使っているが，作っている

人の顔が見えない。農務サイドと教育サイドの連携が必要。 
 
○就労関連，食品・産品の差別化等 

・日本の非正規社員は 1,633 万人といわれている。所得格差が激しくなっ

ており，そうしたことへの対応を提言に盛り込んでおく必要があるので
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はないか。金沢の「加賀屋」では，保育所を用意してまで人を集めてい

る。それくらいしないと生き残れない。日本の消費力を上げないと地域

の活性化はない。 
・１－⑤の「費用面の課題～」の意味がわからない。 
・トレーサビリティーシステムにはお金がかかるが，そのわりに商品に値

段を上乗せできないということではないか。 
・団体の支援とは，どんなことか。 
⇒検討中で具体的なものはない（農業振興課） 
・あたかも市がやっているというように見えるアンテナショップがあると

いいのだが。 
⇒市がそうしたものに入り込めるか検討が必要（農業振興課） 
・市がマネジメントすればよい。いいものを持っているのに訴求力が弱い。

・ 空き店舗を市が借り上げて，アンテナショップをやるのもよい。 
 

 


